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1 安全にご使用いただくために  
 

本器を安全にご使用いただくため、取扱説明書のなかに記載されている

注意、警告の内容は必ず厳守してください。  

 
 警告  回避しないと、使用者が死亡、重傷を負う危険の状態が想定される

場合に使用します。  

 
注意  回避しないと、使用者が軽傷を負う危険性が想定される場合、または製

品などの機器に物的損害が発生する可能性があると想定される場合に

使用します。 

 

 

 

火災や本器の損傷につながります。  

・本器は可燃性、爆発性のガスまたは雰囲気の場所で使用しないでくだ

さい。  

 
 

 

感電事故や本器の損傷につながります。  

・本器の電源は指定された電池又は専用ＡＣアダプタを使用してくださ

い。  

・レコーダ出力コネクタとデータ出力コネクタをショートしたり、電圧

を加えたりしないでください。 

 

 

 

本器の損傷につながります。  

・本器を分解しないでください。  

・長時間使用しないときは、電池を本器から取り外し、また電源がＡＣ

アダプタの場合は、コンセントから抜いてください。  

・受光開口部に先端の尖ったものや異物、液体などを入れないでくださ

い。  

 

注  意!  △  

注  意!  △  
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2 製品概要  
 
この度は、弊社遮光筒式色彩計をお買い上げ頂き大変ありがとうございま

す。ご使用に先立ちまして、本取扱説明書をよくお読み頂き、正しくご使

用頂きますようお願い致します。  

 
本色彩計は光入射部に遮光筒方式を採用した小型軽量な高精度、高機能色

彩計です。電池駆動で、 380g と軽量なため、客先や現場での色度測定に

威力を発揮します。受光部と本体部は分離可能で、ラインの検査装置への

マウントなども簡単にできます。遮光筒方式のため視度補正や焦点合わせ

の必要がなく、接触、非接触にかかわらず簡単な操作でどなたでも高精度

な色彩測定ができます。  

 
以上のような機動性に加え、独自の補正用センサを用いることにより色度

測定精度や器差を著しく向上させました（ 520 02 特許出願中）。また、

光源補正機能により従来の刺激値直読式色彩計では難しかった三波長域

発光型の蛍光ランプやＣＲＴのような鋭い輝線スペクトルを含む光源に

於いても高精度測定が可能です。  

 
本体にはマイクロコンピュータを搭載し、x y L 表色系を始め u’v’L や相関

色温度 Tc duv L のリアルタイムでの表示も可能です。16 個のデータメ

モリと統計処理機能によってディスプレイの輝度むらや色度むらもその

場で簡単に解析できます。またオプションの標準白色板と光源を用意して

いただくことにより簡易物体色計としてもご使用いただけます。  

 
ディジタル I/O を装備しパーソナルコンピュータを用いた計測システムや、

生産ラインの高精度センサとしてもご利用頂けます。また、オプションの

RS-232C 変換器（ 950 02）を用いることによりパーソナルコンピュータと

の通信が手軽に行えます。  

 
本製品は ISO9001 の認証を受けた工場において十分な品質管理の基で設

計、生産され、皆様のお手元にお届け致しております。  

本製品の機能、性能を十分にご活用頂きご愛用をお願い致します。  

 

  この取 扱 説 明 書 は、いつでもご参 照 頂 けますよう大 切 に保 管  

してください。 
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2.1 測定原理 
 
光の色は光源の分光放射輝度とそれを見る人の目の分光視感度との相関

によって決まります。CIE(国際照明委員会)では、人間の目の分光応答度

に対応する３つの等色関数   x  、  y  、  z  を定めています。これらの

等色関数を通して光源を測定したときのそれぞれの出力を X、Y、 Z で表

し三刺激値といいます。  

520 シリーズの色彩計は等色関数に相当する分光応答度を持つ光電センサ

で入射光を測定し、三刺激値をもとめ種々の座標系により色度を表示する

ことのできる刺激値直読式の色彩計です。センサにはリニアリティや安定

性が優れているシリコンフォトダイオードを用いており、光学フィルタと

の組み合わせで総合分光応答度が等色関数に対応するように設計してあ

ります。このセンサからの出力電流は入射光量に比例しますので、それを

測定することにより三刺激値が求められる事になります。等色関数には

２°視野に基づく等色関数（CIE 1931）と１０°視野に基づく等色関数（CIE 

1964）がありますが、本器では２°視野に基づく等色関数に設定してあり

ます。  

 

2.2 ブロック図と動作 
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図 2.1 520 01 ブロック図 
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図 2.2 520 02 ブロック図 

 

本器の光入射部には焦点合わせの不要な遮光筒方式を採用し、接触、非接

触にかかわらず簡単に高精度な測定ができるようになっています。遮光筒

により一定の立体角に含まれる放射光を取り込み、測定器内部の透過拡散

板を照射します。拡散板を透過した光はディストリビュータレンズ、光学

フィルタを通ってシリコンフォトダイオードに入射します。x，y， z それ

ぞれの光電センサの総合分光応答度は等色関数   x  、  y  、  z  に整合

するように設計されております。520 02 ではより高精度な測定のため弊社

独自の補正用の光電センサ p， q も装備しています。フォトダイオードの

出力は高精度Ｉ／Ｖアンプで増幅されコネクタを介して本体に接続され

ます。光電センサ近傍には温度検出器を設置してあり温度変化による微少

な感度変化も補正しています。受光部の E2-PROM には受光部個々の校正係

数、Ｉ／Ｖアンプゲインなどが設定されており、受光部と本体の組合わせ

を交換しても正しい測定ができるようになっています。  

本体部にはマルチプレクサがありＡ／Ｄ変換器へ入力する信号を切り換

えています。  Ａ／Ｄ変換器出力はＣＰＵに取り込まれ、各種座標系によ

る色度に換算され、ＬＣＤに表示されます。  
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2.3 光源補正係数 
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図 2.3 ＣＩＥ等色関数と代表的光源の分光輝度分布 

 
図  2.3 に等色関数  x  、  y  、  z  、標準Ａ光源の分光輝度、三波長域

発光形蛍光ランプの相対分光輝度分布の例を示します。刺激値直読式の色

彩計の場合、等色関数に近似した各センサの分光応答度で被測定光源の分

光輝度を測定することになりますから、各波長における分光輝度と分光応

答度の積の全波長における和がそのセンサの刺激値となります。式で表す

と  
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 ここで St ( ) は光源の分光輝度分布、  は計算時の波長間隔、  

k は測光値に合わせるための係数です。  

 
実際のセンサでは  x  の分光応答度を１つのセンサで実現するのは難し

いので、短波長側の  x1  と長波長側の  x2  に分け、  z  に係数を掛けて

 x1  として用いることがあります。このような構成である光源を測定した
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場合に  x2  、  y  、  z  に相当する分光応答度を持つセンサからの出力が

それぞれ Vx2、 Vy、 Vz だったとすると、三刺激値は  

X Vz Vx

Y Vy

Z Vz

 











 



2

 

と表されます。    , , , は各センサの出力を加算する際の係数です。  

この場合、各センサの分光応答度と等色関数との間に偏差がある場合には

測定誤差が発生してしまいますが、分光応答度と等色関数を完全に一致さ

せることは難しく一般的にわずかな誤差が発生してしまいます。本器では

そのような誤差の影響を最小限にできる機能を持っています。  

 
ここで実際の光源の例として液晶ディスプレイを測定する場合について

考えてみましょう。液晶ディスプレイの光学系は偏光素子を含んだ複雑な

光学系ですが、説明のためバックライトに用いる三波長域発光形蛍光ラン

プの前にＲＧＢ３種類のフィルタを組み合わせた単純な光源と仮定しま

す。この光源の場合 図  2.3 の三波長域発光形蛍光ランプの輝度分布からわ

かるように高い輝線スペクトルを含んでいてこの輝線スペクトルが色度

の測定に大きく影響します。しかし、輝線スペクトルの出ている波長は決

まっているので、液晶と偏光板からなる光シャッタの透過率が変化しＲＧ

Ｂの比率が変化したとしても輝線スペクトルの高さが変化するだけで波

長は変化しません。従って輝線スペクトルのある波長の位置での等色関数

と分光応答度の偏差を押えることで測定誤差を小さくできるわけです。従

来はセンサ出力に乗ずる係数（    , , , ）は白色光源、またはＡ光源の何

れかでの偏差が最小になるように求めるのが一般的でした。本器では被測

定光源によってセンサ出力に乗じる係数を切り換え、それぞれの光源で誤

差が最小になるようにしています（特許出願中）。  

 
あらかじめ想定してある光源はＡ光源、三波長域発光形蛍光ランプ、ＣＲ

Ｔです。被測定光源に応じて最適な光源補正係数を設定してください。例

えば電球に色ガラスをかぶせた自動車のテールランプなどではＡ光源の

光源補正係数を、バックライトに三波長域発光型蛍光ランプを用いた液晶

ディスプレイでは三波長域発光型蛍光ランプの光源補正係数を設定して

ください。  
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2.4 ユーザ校正基準 
 

本器では前述のような光源補正係数を用いて測定精度を向上させていま

すが、お客様が校正基準をお持ちでそれにより測定値を管理したい場合が

あります。そのような場合には本器のユーザ校正基準の機能をご使用頂け

ます。ユーザ校正基準はキー入力に加え、色度の校正された基準光源の実

測によっても設定可能です。本器内部には８データの校正基準値が保持で

きるため、測定対象によって最適な基準に切り換えたい場合に便利です。
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2.5 色度図 
XYZ 表色系  

CIE(国際照明委員会 )が 1931 年に推奨した表色系です。  
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図 2.4 ＣＩＥ1931ＸＹＺ表色系 
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 X,Y,Z 三刺激値 
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3 ご使用の前に  
 

3.1 製品、付属品の確認 
本器には以下に示す付属品が付いています。不足のないことを確認してく

ださい。  
万一、付属品の不足あるいは外観の損傷などございましたら、裏表紙に記

載されている弊社営業所またはお買い求めの販売店にご連絡下さい。  

 

図 3.1 520 01／520 02 本体 

 
型 名  付 属 品  付属品型名  数量

取扱説明書  RG116 １

ステイ  NU032 １

レコーダ出力プラグ  JC017A ３

乾電池 6F22  １

520 01 
または  
520 02 

ソフトケース  RB046 １

 上記 (ソフトケース以外 )に加え  
         以下の付属品が追加されます。  

AC アダプタ  B9646GN １

延長コード  1.5m 910 05 １

520 11 
または  
520 12 

キャリングケース  RB045 １
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3.2 設置場所 
 

  

・ 本器を直射日光のあたる場所や熱器具の近くに置くと、ケースや内

器に悪い影響を与えます。なるべく温度変化が少なく、常温に近い

ところに設置してください。 

・ 油煙、湯気、ほこり、塩分、腐蝕性ガスなどがあると、本器に悪い

影響を与えます。 

・ 本器には精密な光学部品が内蔵されております。落下の危険性のあ

る場所や、不安定な状態で設置しないようにしてください。 

・ 保管は、60℃以上の高温の所や、-20℃以下の低温の所は避けてくだ

さい。また直射日光のあたる場所や多湿な場所も避けてください。 

  

3.3 取り扱い上の注意 
  

・ 使い終わったら、必ず電源をオフにし、受光開口部にキャップを被

せてください。 

・ 長時間ご使用にならない場合は電池を外して保管してください。Ａ

Ｃアダプタをご使用の場合はＡＣアダプタをコンセントから抜いて

おいてください。 

・ 運搬の際は、本器に振動、衝撃を与えないようにしてください。 

・ 本器の清掃には、薬品（トリクロールエチレン、シンナー、ベンジ

ン、アセトン、アルコールなど）を使用しないでください。ケース

の材質が変質したり、印刷がはがれたりすることがあります。 

・ 受光開口部には ごみ、ほこり、異物等が入らないようにしてくだ

さい。  
 

 
本器の損傷につながります。  
・本器を分解しないでください。  
・長時間使用しないときは、電池を本器から取り外し、また電源がＡＣ

アダプタの場合は、コンセントから抜いてください。  
・受光開口部に先端の尖ったものや異物、液体などを入れないでくださ

い。  

注  意!  △  
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4 操作説明  
4.1 各部の名称 
4.1.1 正面図 

  

図 4.1 正面図

距離 /視野径

表示  

ﾚｺｰﾀﾞ出力

ｺﾈｸﾀ  

ｲｼﾞｪｸﾄﾎﾞﾀﾝ

ﾚ ｽ ﾎ ﾟ ﾝ ｽ切換

ｽｲｯﾁ  

受光開口部

ﾌｰﾄﾞ

ｷｬｯﾌﾟ  

受光部  

表示部  

本体部  

電源ｷｰ

機能操作ｷｰ  

ﾊﾝﾄﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ  

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ入力  ﾃﾞｰﾀ入出力ｺﾈｸﾀ
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4.1.2 背面図 

  

図 4.2 背面図 

  

4.1.3 各部の説明 

１．受光開口部  
 被測定光源からの光束を光学系に取り込むための開口です。  

 

ﾒｼﾞｬｰｷｰ  

ﾎｰﾙﾄﾞｽｲｯﾁ  

取付ﾈｼﾞ  
1/4-20UNC

取付ﾈｼﾞ  
M6×1

定格銘板

電池蓋
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２．受光部  
 光学系とセンサ、アンプなどを内蔵し、入射光に応じて電気信

号を出力します。センサ固有のアンプゲイン、校正係数などは内蔵

の E2-PROM に設定されています。  
  
３．本体部  

 受光部からの電気信号をＡ／Ｄ変換し、マイクロコンピュータ

に取り込み、演算、表示などを行います。  
  

４．フード  
 内側がネジになっていて回転させることにより受光開口側と受

光部側に固定することができます。  
  

５．キャップ  
 ご使用にならないとき受光開口部を保護します。また、電源オ

ン時に受光部を遮光し受光センサのオフセットを調整する際にも

使用します。  
  

６．距離／視野径表示  
 受光開口部から被測定光源までの距離と測定視野径の関係を示

してあります。  
  

７．レコーダ出力コネクタ  
 レコーダ等に接続し、三刺激値の変化を記録する際にはこのコ

ネクタから信号を取り出します。  
  

８．表示部  
 測定値、各種設定値等を表示します。  

  
９．機能操作キー  

 本器の測定機能の切り換え、各種機能の利用、パラメータの設

定などをするときに使用します。  
  

１０．イジェクトボタン  
 本体と受光部を切り離す際にロックを解除します。切り離しは

電源をオフしてから行ってください。  
  

１１．レスポンス切り換えスイッチ  
 測定表示の応答速度の切り換えに使用します。  
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１２．電源キー  
 電源のオン、オフに使用します。  
  

１３．ハンドストラップ  
 操作時や運搬時に本器を手で保持する際には、落下防止のため

ハンドストラップを手首にかけるようお薦めします。  
  

１４．データ入出力コネクタ  
 測定データの出力と本器の各種設定がディジタル信号にて行え

ます。コンピュータ等で本器を制御しながらデータを取り込む際に

ご使用頂けます。  
 また、オプションの RS-232C 変換器（ 950 02）を接続すると

RS-232C インターフェースを用いての制御が可能になります。  
  

１５．ＡＣアダプタ入力  
 専用ＡＣアダプタの接続に使用します。  
  

１６．メジャーキー  
 ホールドスイッチとの組み合わせでデータの測定／ホールドを

行うことができます。  
  
１７．ホールドスイッチ  

 メジャーキーとの組み合わせでデータの測定／ホールドを行う

ことができます。  
  
１８．取付ネジ 1/4-20UNC 

 本器または受光部のみをカメラ用の三脚に取り付け設置する際

に使用します。  
  
１９．取付ネジ M6×1 

 本器または受光部のみをマグネットスタンドや実験用光学ベン

チ等に取り付け設置する際に使用します。  
  
２０．定格銘板  

 本器の基本的な操作手順、測定範囲、電源、シリアルナンバー

が記載されています。  
  
２１．電池蓋  

 電池の交換の際にはこの蓋を取り外します。  
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4.1.4 取り付け寸法図 
 

 

図 4.3 取り付け寸法図 

ステイを取り付けた場合、ステイ取付けねじの底面から光軸までの高さ

は 30.3mm になります。ステイは 1/4-20UNC のねじに取り付きます（ 4.2.5 
参照）  

 

4.1.5 表示例とその意味 
 
●  光源色測定での表示  
 

  
 
XYZ モードでは三刺激値 XYZ を表

示します。単位表示は Z の数値の近

傍に付いていますが Y が輝度値に

相当します。  

  
 
xyL モードでは色度座標 xy と輝度

L を表示します。オートパワーオフ

機能が有効になっているので AUTO 

POWER OFF の表示が点灯しています。 
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u’v’L 表色系での表示例です。  
 
 
 
 
 

  
 
三刺激値での偏差の表示例です。偏

差を示すΔと基準色のメモリ番地

を示す Rf０が表示されます。偏差

測定の場合にはレンジが固定され

ますので RH が点灯します。  

  
 
Tc  duv L 表示では相関色温度 Tc、
黒体放射軌跡からの距離 duv と輝

度 L を表示します。計算は JIS Z 
8725 参考 2 のアルゴリズムを用い

ています。色温度の単位はﾟ K です。 
 

  
 
u’v’L モードでの色差測定の例です。 
 
 
 
 

 
●  物体色の簡易測定  520 02 のみ  
 

  
 
物体色簡易測定での xyL 表示例で

す。物体色の測定モードに入ってい

ることを示す OBJ が点灯していま

す。xyL では測定物を二次光源と見

なした場合の物体の輝度、色度を表

示します。

 
 
L*a*b*表色系での表示例です。  
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4.2 操作の前に 
 

4.2.1 電池の交換 

ご使用中に電池電圧が低下してくると、表示部に + -  マークが点灯し

ます。速やかに新しい電池と交換してください。取り外す際には下図の③

部分から先に持ち上げて、取り外してください。取り付ける場合には①の

部分を先に入れて、②の部分を押しこんで装着してください。 

本体電池収納部にある極性表示と、電池の極性を確認し間違いの無いよう

に注意して新しい電池を入れてください。電池(9V)は 6F22(S-006P、マン

ガン、使用約 30 時間)または、6LR61(アルカリ、使用約 50 時間)をご使用

下さい。 

 

 

図 4.4 電池の交換 

 

4.2.2 レスポンスの設定 
表示の応答速度をレスポンス切り換スイッチにより選択することがで

きます。  
応答時間は以下のように設定されています。  
用途に合わせて FAST または SLOW に設定してください。  

   FAST ……  約 2 秒  
     SLOW ……  約６秒  

電池  

本体部  

電池蓋
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4.2.3 オートパワーオフ（自動電源オフ） 
本器には、電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぐためオートパワーオ

フ機能が付加されています。電源キー、各操作キーの最終操作から約 30

分でオートパワーオフが作動し電源がオフになります。オフする直前にビ

ープ音（ピピッ、ピピッ）で知らせますので、その間に操作キーの何れか

を一度押してください。オートパワーオフ迄の時間を延長（30 分）でき

ます。 

  レコーダ出力のプラグ挿入時、オートパワーオフは自動的に解除され

作動しません。 

  オートパワーオフが必要ない場合（連続使用など）は、その機能を解

除することができます。 

  解除方法は、5.3色彩計の起動、停止 の項を参照してください。 

 

4.2.4 フードの使い方 
フードは内側がネジになっていて回転させることにより開口側と受光

部側に固定することができます。周囲が明るい状態で表面の反射が無

視できない光源を測定する際などに利用できます。被測定光源に本器

を接近させると、フードにより周囲の光が映りこむのを軽減できます。 

 

図 4.5 フードの使い方 

フードを受光部側から取り外して、受光開口側にねじ込む際には図の

様にまわして下さい。  
 

フードによる遮光は完全ではありません。遮光が不十分な場合や精密

な測定を行う場合には暗幕等をご使用ください。  
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4.2.5 ステイの使い方 
付属のステイを使うと、受光部と本体部をしっかりと固定すること

ができます。下図に示すように①本体後部にステイのフックをかけ、

②受光部の 1/4-20 UNC ねじにねじ止めしてください。  
 
 

  

図 4.6 ステイの取り付け方 

4.2.6 測定時の注意 
  測定距離によって測定視野径が変わります。被測定面が規定の視野径

より広くなる測定距離で測定してください。（ 13 項参照）  
  測定系の周囲が明るくフードを使っても外乱光を除去できない場合に

は、周囲を暗くするか測定系を暗幕で覆うなどの方法で外乱光が入ら

ないようにしてください。  
  長時間使用していて周囲の温度が変化するとゼロ点が変わることがあ

ります。電源を一度オフにしキャップを装着して再起動してください。 
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5 測定操作  
 

5.1 測定モード遷移図 
 
 
 
 

xyL u'v'LXYZ Tc duv

光源色

相対値モード

Δ xyL、Δ u'v'L、Δ XYZ、Δ Tc duv

XYZ

Δ REF K

ユーザ校正モード

ユーザ校正係数選択

校正基準データ入力

校正測定

NEXT

SET

K

基準色選択

基準色データ入力

基準色測定

NEXT

Δ REF

8 データ

ΔREF

SET

0～7 (設定可) 0～7(設定可)

K

xyL Tc u’v’L
duv

SET
L-S

光源補正 ＞

 
 
 

図 5.1 520 01 の測定モード遷移 
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xyL

u'v'LXYZ

Tc duv

光源色
xyL

a*b*L*u*v*L*

物体色

OBJ

相対値モード

Δ xyL、Δ u'v'L、Δ XYZ、Δ Tc duv
Δ a*b*Eab*、Δ u*v*Euv*

MODE
MODE

Δ REF K

ユーザ校正モード

メモリストアモード
　0～F(15) データ

ユーザ校正係数選択

校正基準データ入力

校正測定

NEXT

SET

K

基準色選択

基準色データ入力

基準色測定

NEXT

Δ REF

8 データ

Δ REF

SET

最大値

最小値

平均値

NEXT

NEXT

CALL

メモリ選択

NEXT

色補正 No
表示

基準色 No
表示

0～7 (設定可) 0～7(設定可)

SET MEM

K

MEM

CALL

K

校正係数
(現在の)表示

(押している間)

CALL

Δ REF

基準色(現在の)表示

(押している間)

SET
L-S

光源補正 ＞

偏差

NEXT

 
 

図 5.2 520 02 のモード遷移 
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5.2 測定手順 
 
本器を初めてお使いになる場合には、下図に示す手順に従って対応す

るページの操作を一通りご確認下さい。  
 
 
 

表色系の選択

レンジ変更

データホールド

色差測定

設定値メモリ

終了

起動

光源補正の確認/設定

ユーザ校正

 
 
 

図 5.3 520 01 の測定手順 

 
 

（Ｐ． 26） 

（Ｐ． 28）  

（Ｐ． 31）  

（Ｐ． 29）  

（Ｐ． 30）

（Ｐ． 31）  

（Ｐ． 35）  

（Ｐ． 27） 

（Ｐ． 26） 
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光源色/物体色切換

表色系の選択 表色系の選択

レンジ変更

データホールド

色差測定

データメモリ

統計処理
設定値メモリ

終了

起動

光源補正の確認/設定

標準白色板による

　　　光源測定ユーザ校正

レンジ変更

標準白色板の

　　　色度校正

光源色測定 物体色簡易測定

色差測定

 
 

図 5.4 520 02 の測定手順 

 

5.3 色彩計の起動、停止 
１．受光開口部にキャップを被せ、ホールドスイッチのロックが解除

されていることを確認します。  

２． ON/OFF
POWER  キーを押し、電源をオンします。表示部が以下のようにな

り、自動ゼロ調整中であることを示します。  
 

（Ｐ． 26） 

（Ｐ． 28） 

（Ｐ． 30） 

（Ｐ． 39）

（Ｐ． 29）

（Ｐ． 39）

（Ｐ． 39）

（Ｐ． 31） 

（Ｐ． 29） 

（Ｐ． 31） 

（Ｐ． 35） 

（Ｐ． 42）

（Ｐ． 30） 

（Ｐ． 27） 

（Ｐ． 45）

（Ｐ． 46）

（Ｐ． 26） 
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 キャップが正しく装着されていない場合には Err2 が表示されま

す。キャップを正しく装着して ON/OFF
POWER  キーを押して電源をオフし

た後再度電源をオンしてください。  

３．約 12 秒後自動ゼロ調整が終了すると測定値表示画面になります

ので、キャップを取り外して測定を開始してください。  

４．上記の方法で電源をオンした場合にはオートパワーオフ機能が働

きます。（ 4.2.3 参照）この時表示部に AUTO POWER OFF と表示され

オートパワーオフ機能が働いていることを示します。この機能を

解除する場合には、電源をオンする前に  HOLD  スイッチを押

しロックしてから電源オンの操作を実行します。自動ゼロ調整が

終了したら、 HOLD  スイッチを押しデータホールドを解除し

てください。  

５．測定終了後は再び ON/OFF
POWER  キーを押して電源をオフし、受光部保護

のためにキャップを装着してください。  
  
  

5.4 設定値メモリ 
 通常は一度電源をオフし、次に電源をオンした際には次に示すデ

フォルトの測定モードで起動します。 

 

デフォルトの測定モード 

 表色系：ＸＹＺ    測定レンジ：最小（オートレンジ）

 ユーザ校正係数：なし  色差測定：なし 

  

電源オン時の測定モードを指定したい場合には、希望の設定にして

SET  キーを押し、設定モード(ディスプレイに SEt と表示されま

す)になったのを確認した後、続けて ON/OFF
POWER  キーを押してください。 
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5.5 光源補正の確認／設定 
 

本器には被測定光源の種類によって、より高精度な測定が行える光

源補正機能が装備されています。下表を参考にして最適な光源補正

係数を設定してください。（2.3 項参照）  
    

被測定光源 推奨光源補正 記号 

  電球、電球と色フィルタの組合わせ （自

動車のテールランプなど） 

  太陽光、太陽光とフィルタの組合わせ 

  その他下記以外の光源 

 

標準Ａ光源 

 

ＳｔｄＡ

  各種蛍光ランプ、各種蛍光ランプと色フ

ィルタの組合わせ 

  バックライトに冷陰極管を使った液晶デ

ィスプレィ 

三 波 長 域 発 光

形蛍光ランプ 

 

ＦＬ３ 

  ＣＲＴ、プラズマディスプレィ ＣＲＴ Ｃｒｔ 

 

本器の測定精度は適切な光源補正を行った状態で規定しています。

 

１． SET  キーを押し、設定モード (ディスプレイに SEt と表示されま

す )に入ったことを確認した後、 >
L-S  (Light Source)キーを押し

てください。現在設定されている光源補正が以下のように表示さ

れます。下図ではＳｔｄＡ（標準Ａ光源）に設定されていること

を示します。  
  

  
  

２．現在設定されている光源補正で良い場合にはそのまま SET  キー

を押して測定モードに戻ります。  

３．光源補正を変更したい場合には NEXT  キーを押してください。キ

ーを押すたびに表示がＳｔｄＡ→ＦＬ３（３波長域発光形蛍光ラ  
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ンプ）→Ｃｒｔ（ＣＲＴ）→ＳｔｄＡとサイクリックに変わりま

す。設定したい光源が表示されたら SET  キーを押すと、その光

源補正が設定されて測定モードに戻ります。  
 
 

5.6 レンジ変更 
１．本器は入射光量に応じて自動的に最適な測定レンジに切り換わる

オートレンジ機能を装備しています。測定レンジを固定したい場

合、 HOLD
RANGE  キーを押すことによりレンジを固定することができま

す。レンジが固定されている場合には表示部に RH (Range Hold)

が点灯します。  

２．レンジホールドの状態で HOLD
RANGE  キーを押すと輝度の測定レンジが

次のようにサイクリックに変わります  
 100.00→ 1,000.0→ 10,000→ 100,000→ 100.00 
現在設定されているレンジは小数点以下の桁数や、0 のダミー表示

で確認できます。  
三刺激値ＸＹＺのうちの何れかが、設定されているレンジの最大

表示より大きくなった場合、 OL が表示されます。このような場合

はオートレンジにするか、適切なレンジに変更してください。  

３． HOLD
RANGE  キーを約１秒間押し続けるとオートレンジになり、 RH は

消えます。  
 

色差測定時には自動的に基準色設定時の測定レンジになり、レンジ

変更はできません。（ 5.9.3、 5.10.5 項参照）  
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5.7 データホールド 
 

本器では  HOLD  スイッチと
M EA S U R E

キーの組合わせによりいろ

いろなタイミングでのデータのホールドが可能です。  
 

HOLD スイッチ 
M EA S U R E

キー 測定／表示 DH 表示

 押している間 測定 なし 

  ロック 放す 最終測定値をホールド 点灯 

   解除 押している間 最終測定値をホールド 点灯 

 放す 測定 なし 

 
 
 

5.8 光源色／物体色の切り換え 520 02 のみ  
 

 OBJ  キーを押すと光源色の測定モードと物体色の簡易測定モード

が交互に切り換わります。物体色の簡易測定モードの時は表示部に OBJ

が表示されます。物体色の測定については 5.10 項をご参照下さい。  
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5.9 光源色測定 
5.9.1 表色系の選択 

 
本器では以下の４種類の表示が可能です。用途に応じて最適な表示

に切り換えてご使用ください。データホールド状態でも表色系を変

更することができます。  
・三刺激値 ：XYZ    ・色度座標： xyL、 u’v’L 
・相関色温度：Tc duv L 

 
 520 01 の操作  
 表示させたい表色系のキーを押してください。  

 XYZ  、 xyL  、 u’v’L  、 duv
Tc  の各キーがあります。  

  
 520 02 の操作  

 表色系を変更する場合には MODE  キーを押します。 XYZ→ xyL→

 u’v’L→Tc duv L→XYZ の順でサイクリックに変わります。  
  

5.9.2 ユーザ校正基準による測定 
 

お客様が基準光源、基準 CRT などをお持ちでそれにより測定値を管

理したい場合には本器のユーザ校正基準測定の機能をご使用頂け

ます。 

 

例えば本器の測定値が X=50.00、Y=50.00、Z=50.00 で設定した校正

係数が X=1.002、Y=0.988、Z=1.011 だったとすると、表示される測

定値は X=50.10、Y=49.40、Z=50.55 となります。 

 

ユーザ校正係数は８データまでメモリすることが可能です。 

  

以下の手順により数値を変更した場合、変更を取り消すことはでき

ません。大切な校正係数が設定されている場合には、変更の作業を

実行する前に校正係数を記録しておくことをお薦めします。  
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5.9.2.1  キー入力によるユーザ校正係数の設定 

 
本器の表示値と基準との間の偏差があらかじめ判っている場合に

はキー入力による校正係数の入力をお薦めします。校正係数は三刺

激値ＸＹＺに対して行うため、基準と本器の表示値の比（校正係数）

をあらかじめＸＹＺで求めておく必要があります。設定はＸＹＺの

みですが変更はすべての表色系に反映されます。 

 

例えば基準が X=90.00、Y=90.00、Z=90.00 であり、それを測定し

た場合の本器の表示値が X=89.89、Y=90.02、Z=90.12 だったとす

ると、設定すべきユーザ校正係数は X=90.00/89.89=1.0012、  
Y=90.00/90.02=0.9998、  Z=90.00/90.12=0.9987 となります。  
 
xyL が判っている場合には X=x/y・L、Y=L、Z=(1-x-y)/y・L で XYZ
に換算することができます。  
 
設定できるユーザ校正係数の範囲は 0.0000～ 1.9999 です。範囲を

外れて設定しようとした場合、係数は 1.0000 になります。 

  

１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。 K  キーを押すとユーザ校正係数のキー入力モードになり

ます。校正係数の入力は XYZ で行うので表色系は自動的に XYZ に

なり、上段の最初の数値が点滅します。ここで NEXT  キーで変更

する校正係数メモリの番地（０～７）を選択します。  
  

 は点滅を示す  
２． ∧  キーを押すと点滅している桁の数値を増加することができ

ます。第１位の数値は 0 または 1 のみです。正しい数値になった

ら >
L-S  キーを押すと次の桁に点滅が移動します。本器の表示部  

 
 
 

校正係数メモリの番地
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は４桁しかありませんが、ユーザ校正係数は５桁入力することが

できます。小数第３位で >
L-S  キーを押すと、設定位置は小数第

４位に移動し、１の位の数値は画面表示から消えます。ここで小

数第４位の数値を設定することができます。  

３．小数第４位の数値を設定し、 >
L-S  キーを押すと次の行に移動し

ますので２．と同様に設定してください。XYZ 全てのユーザ校正

係数を設定したら、 SET  キーを押すと確定します。（小数第４

位に設定が移った時に Z のみ小数点は表示されませんが故障では

ありません）  
  
  
5.9.2.2  測定によりユーザ校正係数を設定する場合 

 
色度座標があらかじめ判っている基準光源を実際に測定すること

によりその測定値より校正係数を決めることができます。この場合

は xyL で設定しますので、異なる表色系で座標が規定されている場

合にはあらかじめ xyL での座標値を求めておいてください。設定す

る表色系は xyL ですが変更はすべての表色系に反映されます。 

  

１． 5.9.2.1 項キー入力による設定の１．と同様の手順でユーザ校正係

数のキー入力モードに入り、設定するメモリの選択をした後、再

度 K  キーを押します。  

２．表示部には測定値が xyL モードで点滅表示され、測定値による基

準値入力ができる状態であることを示します。基準光源の前に本

器を正しく設置して下さい。  

３．測定値が安定して表示されていることを確認したら HOLD スイ

ッチを押しロックします。測定値がホールドされ上段の最初の数

値が点滅します。ここで HOLD スイッチを再び押して解除し、

再度測定値を取り直しすることもできます。  

４．数値が点滅している状態で 5.9.2.1 項の２．と同様にして、あらか

じめ求めてある xyLになるように数値を変更します。  

 ここで SET  キーを押すと本器で測定した xyLとキー入力した

xyLから自動的に校正係数を設定した後、測定に戻ります。  

 SET  キーを押さずに K  キーを押すと 5.9.2.1 項の２．のモ

ードに戻ります。このとき表示されている校正係数は上記のよう  
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にして求められた校正係数です。この状態で 5.9.2.1 項の２．と同

様にして係数を変更することも可能です。  
  
5.9.2.3  ユーザ校正基準による測定の開始 

１． K  キーを押すことにより現在設定されているユーザ校正基準

による測定モードとなり、ユーザ校正基準による測定であること

を示す Kc と現在設定されている校正係数の番地（０～７）が表示

部に表示されます。ユーザ校正係数は出荷時には全て 1.0000 に設

定されています。  
 

  
 

２．ユーザ校正基準による測定モードを解除するには再度 K  キー

を押してください。  
  
5.9.2.4  ユーザ校正係数メモリの変更 

あらかじめメモリしてある別のユーザ校正係数に変更したい場合に

はユーザ校正基準による測定になっている状態で NEXT  キーを押

してください。メモリの番地が０～７の間で順に変わり、各番地に

設定されているユーザ校正係数に切り換えることができます。  
  
5.9.2.5  ユーザ校正係数の表示 520 02 のみ 

１．現在設定されているユーザ校正係数は次の手順で表示することが

できます。ユーザ校正基準による測定状態（表示部に Kc が表示さ

れている状態  ）で CALL  キーを押し、呼び出しモードにします。

この時、表示部の Cal l が点灯、 Kc と Rf が点滅し、呼び出しモー

ドになっていることを示します。  

２． K  キーを押すと、押している間だけ現在設定されているユー

ザ校正係数の値が表示されます。ユーザ校正係数は小数以下４桁

まで設定可能ですが、この場合には小数以下３桁以上が表示され

ます。  
 

ユ ー ザ 校正 係 数 メ

モリの番地  
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5.9.3 色差測定 
 

色差測定では現在設定されている基準色と測定値との偏差を表示

します。  
 
例えばｘｙＬ表色系で現在の基準色として x=0.352、 y=0.423、
L=98.31 が設定されていたとすると、測定値が x=0.360、y=0.418、
L=90.34 の 場 合 、 表 示 さ れ る 色 差 は Δ x=0.008 、 Δ y=-0.005 、

ΔL=-7.97 となります。  
 
基準色は８色までメモリすることが可能です。  
 

色差測定時には自動的に基準色設定時の測定レンジになり、レンジ

変更はできません。  

 
5.9.3.1  色差測定の開始 

１． Δ REF  キーを押すことにより現在設定されている基準色による色

差測定モードとなり、色差測定モードであることを示す Rf と現在

設定されている基準色の番地（０～７）が表示部に表示されます。  
  

  
  

 ２．色差測定モードを解除するには再度 Δ REF  キーを押してください。 

  
5.9.3.2  色差基準色の色座標の表示 520 02 のみ 

現在設定されている基準色の色度座標は次の手順で表示することが  
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できます。色差測定の状態で CALL  キーを押し、呼び出しモードに

します。この時、表示部の Cal l が点灯、 Kc と Rf が点滅し、呼び出

しモードになっていることを示します。ここで Δ REF  キーを押すと、

押している間だけ現在設定されている基準色の色度座標が表示され

ます。  

 
  
5.9.3.3  色差基準色メモリの変更 

色差測定モードになっている状態で NEXT  キーを押すとメモリの

番地が０～７の間で順に変わり、各番地にあらかじめ設定されてい

る基準色に変えることができます。  
 
 

以下の手順により数値を変更した場合、変更を取り消すことはでき

ません。大切な基準色が設定されている場合には変更の作業を実行

する前に校正係数を記録しておくことをお薦めします。 

  
5.9.3.4  キー入力による基準色の設定 

１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。  

２． Δ REF  キーを押すと基準色のキー入力モードになり、上段の最初

の数値が点滅します。ここで NEXT  キーを押すと変更する基準色

メモリの番地を変更することができます。Tc duv 表色系では基準

色の入力ができません。Tc duv 表色系で基準色を設定しようとし

た場合には自動的に XYZ 表色系に切り替わります。  

３． HOLD
RANGE  キーを押して色差測定を行う時のレンジに変更してくださ

い。  

４． ∧  を押すと点滅している桁の数値を増加することができます。

正しい数値になったら >
L-S  を押すと次の桁に点滅が移動します。 

５．最小桁で >
L-S  キーを押すと次の行に移動しますので４．と同様
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に数値を設定してください。全ての数値を設定したら、 SET  キ

ーを押すと設定が確定します。  
  
5.9.3.5  測定値を基準色とする場合 

１．測定値を基準色にする場合には 5.9.3.4 項キー入力による基準色の

設定１．～２．と同様の手順で基準色のキー入力モードに入り、

設定するメモリ番地の選択をした後、再度 Δ REF  キーを押します。

表示部には測定値が設定されている表色系で点滅表示され、測定

値による基準値入力ができる状態であることを示します。基準色

となる光源の手前に本器を正しく設置して下さい。  

２． HOLD
RANGE  キーを押して色差測定を行う時のレンジに変更してくださ

い。  

３．測定値が安定して表示されていることを確認したら HOLD スイ

ッチを押しロックします。ここで HOLD スイッチを再び押して

解除することにより、再度測定値を取り直しすることもできます。 

４． SET  キーを押すと基準色としてメモリされます。  
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5.10 物体色の簡易測定  520 02 のみ 
 

本器ではオプションの標準白色板と標準Ｃまたは標準Ｄ 65 に近似

した人工光源を用いることで反射物体の色を簡易的に測定するこ

とができます。標準光源が無い場合には自然光（太陽からの直接光

を除いた天空からの光）を利用することもできます。  
 

5.10.1 設置 

１．標準Ｃまたは標準Ｄ 65 に近似した人工光源を用いる場合にはで

きるだけ均一に被測定物を照明するように設置してください。被

測定面と本器の距離は被測定面に測定視野が十分に含まれるよう

にしてください。  
  

 

 
 

図 5.5 物体色の測定系  
 
 

２．自然光を用いる場合には直射日光が被測定物にあたらないよう注

意してください。本器の後部から均一に被測定物を照明する位置

に設置してください。  

３．１、２いずれの場合にも標準白色板と被測定物を交換して測定し

ますので、標準白色板と被測定物との測定系（光源と本器）に対

する位置や照射条件ができるだけ同一になるよう注意してくださ

い。  
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5.10.2 表色系の選択 

１．物体色の簡易測定モード（表示部に OBJ が点灯）になっているこ

とを確認してください。（ 5.8 項参照）  

２．表示する表色系を変更したい場合には MODE  キーを押します。xyL

→ a*b*L*→ u*v*L*→ xyL とサイクリックに変わります。データホ

ールド状態でも表色系を変更することができます。  

３． xyL の表色系では反射物体を二次光源とみなした場合の輝度と色

度を表示します。  
  

5.10.3 標準白色板による光源校正 
  

物体の色は被測定物を照射する光源の色によって変わります。物体

の本来の色を知るためには輝度分布の均一な同一の光源で照明す

る必要があります。しかし、光源の色や輝度をいつでも均一にする

のは難しいため、校正された標準白色板を測定して光源の輝度と色

を校正します。 

 

１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。 OBJ  キーを押します。  

２．表示部には測定値が設定されている表色系で点滅表示され、測定

値による入力ができる状態であることを示します。標準白色板、

本器と光源が正しく設置されていることをご確認下さい。  

３．測 定 値 が 安 定 し て 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た と こ ろ で

HOLD スイッチを押しロックすると、測定値がホールドされま

す。ここで HOLD スイッチを再び押して解除することにより、

再度測定値を取り直しすることもできます。  

４． SET  キーを押すとその時の三刺激値が照明光源の三刺激値とし

て取り込まれます。表色系が a*b*L*または u*v*L*の場合には表

示が 0.0､0.0､100.0 付近になります。  
  

5.10.4 標準色板の色度校正 
 

標準白色板は理想的な白に近い反射特性を持っていますが、より厳

密な測定を行いたい場合には標準白色板の色度を校正することが 
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できます。 

測定時には標準色板が校正された光源にできるだけ近い光源をご

使用下さい。オプションの標準白色板は標準Ｃ光源で校正されてい

ますので、標準Ｃに近似した光源をご使用下さい。 

  

以下の手順により数値を変更した場合、変更を取り消すことはでき

ません。大切な校正係数を設定されている場合は、変更の作業を実

行する前に校正係数を記録しておくことをお薦めします。 

 
5.10.4.1  標準色板の校正係数の設定 

 
X,Y,Z の各校正 係数は照 明の三刺 激値 X0,Y0,Z0 と標準白色板の

X,Y,Z により、X/X0,Y/Y0,Z/Z0 で求めることができます。  
 
標準Ｃ光源または近似した光源を使って、オプションの標準白色板

に よ り 本 器 を 校 正 す る 場 合 に は 標 準 Ｃ 光 源 の 三 刺 激 値 、

X0=98.07,Y0=100,Z0=118.23 と標準白色板に添付される成績書に

記載されている X,Y,Z を用いて以下のように計算して下さい。  
  
例えば標準色板の X,Y,Z が X=90.43、Y=92.27、 Z=108.81 だった

とすると、設定すべき校正係数は X が 90.43/98.07=0.9221、 Y が

92.27/100=0.9227、  Z が 108.81/118.23=0.9203 となります。  

  

１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。 K  キーを押すとユーザ校正係数のキー入力モードになり

ます。校正係数の入力は XYZ で行うので表色系は自動的に XYZ に

なり、上段の最初の数値が点滅します。ここで NEXT  キーで変更

する校正係数メモリの番地を選択します。  

２． ∧  を押すと点滅している桁の数値を増加することができます。

正しい数値になったら >
L-S  を押すと次の桁に点滅が移動します。

本器の表示部は４桁しかありませんが、ユーザ校正係数は５桁入力

することができます。小数第三位で >
L-S  キーを押すと、設定位置

は小数第４位に移動し、１の位の数値は画面表示から消えます。こ

こで小数第４位の数値を設定することができます。  
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３．小数第４位の数値を設定し、 >
L-S  キーを押すと次の行に移動し

ますので２．と同様に設定してください。XYZ 全てのユーザ校正係

数を設定したら、 SET  キーを押すと確定します。（小数第４位に

設定が移った時に Z の小数点は表示されませんが故障ではありま

せん）  
  
5.10.4.2  測定により標準色板の校正係数を設定する場合 

 
色度座標があらかじめ判っている標準色板を実際に測定すること

によりその測定値より校正係数を決めることができます。この場合

は xyL で設定しますので、異なる表色系で色度座標が規定されて

いる場合にはあらかじめ xyL での座標値を求めておいてください。

 
１． 5.10.4.1 項キー入力による設定の１．と同様の手順で校正係数のキ

ー入力モードに入り、設定するメモリの選択をした後、再度 K

 キーを押します。  

２．表示部には測定値が xyL モードで点滅表示され、測定値による基

準値入力ができる状態であることを示します。本器の前に標準色

板を正しく設置して下さい。  

３．測定値が安定して表示されていることを確認したら HOLD スイ

ッチを押しロックします。測定値がホールドされ上段の最初の数

値が点滅します。ここで HOLD スイッチを再び押して解除する

ことにより、再度測定値を取り直しすることもできます。  

４．数値が点滅している状態で 5.10.4.1 項の２と同様にして、あらかじ

め求めてある xyLになるように数値を変更します。  

 ここで SET  キーを押すと本器で測定した xyLとキー入力した

xyLから自動的に校正係数を設定した後、測定に戻ります。  

 SET  キーを押さずに K  キーを押すと 5.10.4.1 項の２のモ

ードに戻ります。このとき表示されている校正係数は上記のよう

にして求められた校正係数です。この状態で 5.10.4.1 項の２と同様

にして係数を変更することも可能です。  
  
5.10.4.3  校正係数による測定の開始 

１． K  キーを押すことにより現在設定されている校正基準による

測定モードとなり、校正基準による測定であることを示す Kc と現

在設定されている校正係数の番地（０～７）が表示部に表示され
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ます。校正係数は出荷時には全て 1.0000 に設定されています。  

２．校正基準による測定モードを解除するには再度 K  キーを押し

てください。  
  
5.10.4.4  校正係数メモリの変更 

あらかじめメモリしてある別の校正係数に変更したい場合には校正

基準による測定になっている状態で NEXT  キーを押してください。

メモリの番地が０～７の間で順に変わり、各番地に設定されている

校正係数に切り換えることができます。  
  
5.10.4.5  標準色板の校正係数の表示 

１．現在設定されている校正係数は次の手順で表示することができま

す。校正係数による測定状態（表示部に Kc が表示されている状態  ）

で CALL  キーを押し、呼び出しモードにします。この時、表示部

の Cal l が点灯、 Kc と Rf が点滅し、呼び出しモードになっている

ことを示します。  

２． K  キーを押すと、押している間だけ現在設定されているユー

ザ校正係数の値が表示されます。ユーザ校正係数は小数以下４桁

まで設定可能ですが、この場合には小数以下３桁以上が表示され

ます。  
  
  

5.10.5 色差測定 
 

色差測定では現在設定されている基準色と測定値との偏差を表示

します。  
 
例えば a*b*L*表色系で現在の基準色として a*=35.2、 b*=42.3、
L*=98.3 が設定されていたとすると、測定値が a*=36.0、b*=41.8、
L*=97.8 の場合、表示される色差はΔ a*=0.8、Δ b*=-0.5、ΔE*=1.1
となります。  
 
基準色は８色までメモリすることが可能です。  
 

色差測定時には自動的に基準色設定時の測定レンジになり、レンジ

変更はできません。  
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5.10.5.1  色差測定の開始 

１． Δ REF  キーを押すことにより現在設定されている基準色による色

差測定モードとなり、色差測定モードであることを示す Rf と現在

設定されている基準色の番地（０～７）が表示部に表示されます。  

２．色差測定モードを解除するには再度 Δ REF  キーを押してください。 

  
5.10.5.2  色差基準色の色座標の表示 

現在設定されている基準色の色度座標は次の手順で表示することが

できます。色差測定の状態で CALL  キーを押し、呼び出しモードに

します。この時、表示部の Cal l が点灯、 Kc と Rf が点滅し、呼び出

しモードになっていることを示します。ここで Δ REF  キーを押すと、

押している間だけ現在設定されている基準色の色度座標が表示され

ます。  
  
5.10.5.3  色差基準色メモリの変更 

色差測定モードになっている状態で NEXT  キーを押すとメモリの

番地が０～７の間で順に変わり、各番地にあらかじめ設定されてい

る基準色に変えることができます。  
 

以下の手順により数値を変更した場合、変更を取り消すことはでき

ません。大切な基準色が設定されている場合には変更の作業を実行

する前に校正係数を記録しておくことをお薦めします。 

 

5.10.5.4  キー入力による基準色の設定 

１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。  

２． Δ REF  キーを押すと基準色のキー入力モードになり、上段の最初

の数値が点滅します。ここで NEXT  キーを押すと変更する基準色

メモリの番地を変更することができます。  

３． HOLD
RANGE  キーを押して色差測定を行う時のレンジに変更してくださ

い。  

４． ∧  キーを押すと点滅している桁の数値を増加することができ

ます。正しい数値になったら >
L-S  を押すと次の桁に点滅が移動し

ます。  
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５．最小桁で >
L-S  キーを押すと次の行に移動しますので４．と同様

に数値を設定してください。全ての数値を設定したら、 SET  キ

ーを押すと設定が確定します。  
  
5.10.5.5  測定値を基準色とする場合 

１．測定値を基準色にする場合にはキー入力による基準色の設定１．

～２．と同様の手順で基準色のキー入力モードに入り、設定する

メモリ番地の選択をした後、再度 Δ REF  キーを押します。  

２．表示部には測定値が設定されている表色系で点滅表示され、測定

値による基準値入力ができる状態であることを示します。基準色

となる光源の手前に本器を正しく設置して下さい。  

３． HOLD
RANGE  キーを押して色差測定を行う時のレンジに変更してくださ

い。  

４．測定値が安定して表示されていることを確認したら HOLD スイ

ッチを押しロックします。ここで HOLD スイッチを再び押して

解除することにより、再度測定値を取り直しすることもできます。 

５． SET  キーを押すと基準色としてメモリされます。  
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6 付加機能操作  520 02 のみ  
 

6.1 データメモリストア 
１． SET  キーを押すと表示部に SEt と表示され設定モードに入りま

す。  

２． MEM  キーを押すとメモリストアモードになり、メモリ番地が点

滅してメモリストアモードであることを表示します。（メモリが

全て使われている場合には４．のような表示になります。）メモ

リ番地は以前にストアしてある番地の次の番地を示します。メモ

リの番地は０、１、２、３、…９、ａ (小文字、10)、ｂ (11)、ｃ (小
文字、12)、ｄ (13)、Ｅ (14)、Ｆ (15)、Ｃ (大文字 )、０のように移動

します。０番地からＦ (15)までの 16 個のメモリがあります。  

３． NEXT  キーを押すことによりストアする番地を順次変更すること

ができます。メモリが全て使われている状態でも NEXT  キーでス

トアする番地を変更できます。  

４．
１６個のメモリが全て使われている場合、または NEXT  キーでＣ（大

文字）まで送った場合には  

 
と表示され、全メモリを消去できることを示します。  

ここで、 MEM  キーを押 しながら SET  キーを押すとメモリの内

容が消去され、メモリ番地は０にリセットされます。  

５． MEM  キーを押す毎に押した時点での測定値が点滅しているメモ

リ番地にストアされます。すでにデータが入っている場合でも上

書きすることができます。メモリの番地は自動的に次に移ります。 

６． SET  キーでメモリストアモードを解除します。  
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6.2 メモリ呼び出しと平均、最大、最小、偏差

表示 
１．メモリ内容は次の手順で表示することができます。 CALL  キーを

押し呼び出しモードにします。この時、表示部の Cal l が点灯、 Kc

と Rf が点滅し、呼び出しモードになっていることを示します。  

２． MEM  キーを押します。メモリの０番地の内容がメモリストア時の

表色系で表示されます。  
  

  
  
３．メモリストア時にユーザ校正係数が設定されていたり、色差測定

モードだった場合にはそれぞれ Kc、Rf が表示されます。この状態

で K  、Δ REF  キーを押すとその時に設定されていた校正係数の

番地と校正係数の値や、基準色の番地とその色度が表示されます。  

４． NEXT  キーを押すことにより呼び出すメモリ番地を順次変更する

ことができます。メモリの番地は０、１、２…の順番でメモリさ

れている最大の番地まで移動します。９の次はａ (小文字、10)、ｂ

(11)、ｃ (小文字、 12)、ｄ (13)、Ｅ (14)、Ｆ (15)と続きます。  

５．メモリされている最大の番地で NEXT  キーを押すと、メモリ番地

にＡ (大文字 )が表示されます。この時、各列の値はメモリに取り込

まれている全データの各列ごとの平均値 (Average)を示していま

す。  
  

  
  

６．さらに NEXT  キーを押すと、メモリ番地にＵが表示され、１番上  
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の行が点滅します。この時表示はメモリに取り込まれている全デ

ータの中で点滅している行の値が最大になるデータを示していま

す。  
  

     
  

 この時 MEM  キーを押すと押している間だけ、今表示されている

データのメモリ番地を表示します。  

７．さらに NEXT  キーを押すと、点滅は２番目の行に移ります。この

時表示はメモリに取り込まれている全データのなかで２番目の行

の値が最大となるデータを示しています。以下３行目のデータの

最大値も同様に表示させることができます。  

８．さらに NEXT  キーを押すと、メモリ番地にＬが表示され、同様に

１番上の行が点滅します。この時表示はメモリに取り込まれてい

る全データの中で一番上の行の値が最小になるデータを示してい

ます。以下同様に２行目、３行目のデータの最小値も表示させる

ことができます。  

９．さらに NEXT  キーを押すと、メモリ番地にＰが表示され各行には

それぞれの行の測定値の偏差が表示されます。偏差は各行の測定

値の最大値から最小値を引いた値です。  
 

  
 

１０．メモリデータに異なる表色系が混在した場合には、その時の測

定画面に設定されている表色系になおして平均値、最大値、最小

値を表示します。

47 



 

 

色差測定データの場合の平均値、最大値、最小値、偏差は絶対値表

示となります。  

 

7 シリアルデータ入出力  
 

本器はデータ入出力コネクタよりディジタルデータの入出力をおこ

なうことができます。本体は最大１５台まで並列に接続することが

できます。データの入出力を行う際は必ず本体をトリガモード（リ

モートモード）にしてください。  
 

7.1 トリガモード（リモートモード） 
１．電源が入っている場合には電源をオフし、キャップを装着します。 
２．トリガモードでの起動方法は次のようになります。  

 
 520 01 の操作 

Δ REF  キーを押した状態で ON/OFF
POWER  キーを押して電源をオンしま

す（ Δ REF  キーは３秒以上押したままにしていて下さい）。  

 
 520 02 の操作 

MODE  キーを押した状態で ON/OFF
POWER  キーを押して電源をオンしま

す（ MODE  キーは３秒以上押したままにしていて下さい）。  

 
どちらの場合でも通常の起動時と同様の表示になりますが、約 12
秒後トリガモードで起動し、下図のような表示になります。表示

部の最下行に示されている数字は機器ナンバーです。  
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３．一度トリガモードで起動すると次回の起動時にもトリガモードで

起動します。通常の測定モードで起動したい場合には、電源オフの

状態から、２．と同様にして起動してください。  
４．複数の本体を接続する場合は本体のアドレス（機器ナンバー）が

重複しないようにする必要があります。機器ナンバーはトリガモー

ドで起動している状態で NEXT  キーを押すことにより変更できま

す。キーを押すごとに機器ナンバーが順次変わります。設定できる

ナンバーは１～１５です。  
 
データ形式：当社標準ＢＣＤシリアル  

1 2 6

DATA OUT

モジュラジャック 6position

 

図 7.1 コネクタピン配置 

 

色彩計本体 1

2

3

4

5

6

VDD

H, VDD

Clock

Data out

Data in

RDY

GND

入出力レベル

L, 0V

＜外部供給電源＞ 3V ～ 10V

 

図 7.2 接続回路 

 
 
本器の損傷につながります。  
・ シリアルデータのグランドはレコーダ出力のグランドとは電位がこと

なります。同一のグランドに接続すると本器を損傷する恐れがありま

す。  
レコーダ出力とシリアルデータ入出力を同時に用いる場合にはグラン

ドが電気的にアイソレーションされるように接続してください。  
・ オプションの RS-232C 変換器 (950 02)はアイソレーションされていま

す。  
 

注  意!  △  
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7.2 コマンド入力 
ＲＤＹ信号がＨレベルとなっていることを確認した後にクロックと共

にコマンドを上位ビットから入力します。  
コマンドを受け取り終わると、ＲＤＹ信号がＨレベルとなります。ただ

し、トリガコマンドにおいては、計測が完了してからＨレベルとなりま

す。  

RDY

Clock

Data in
bit 0 1 2 n-2n-1n

 

図 7.3 タイミングチャート１ コマンドライト 

クロック周波数は 10～ 10kHz の範囲です。データを確定した後、 20μ
sec 以上経過してからクロックを立ちあげるようにしてください。デー

タはクロックの立ち上がり後、 20μ sec 以上保持してください。  
 

7.3 データリード 
ＲＤＹ信号がＨレベルとなっていることを確認した後にクロックと共

にリード系コマンドを上位ビットから入力します。  
コマンドを受け取り終わり、読み出されるためのデータが準備されると

ＲＤＹ信号がＨレベルとなるので、必要データ分のクロックを送出し上

位ビットからデータを受け取ります。  

RDY

Clock

Data in

Data out

コマンド データリード

bit

bit

0

0

1

1

2

2

n-2n-1n

n-2n-1n

 

図 7.4 タイミングチャート２ データリード 

クロック周波数は 10～ 10kHz の範囲です。クロックの立ち下がりから

20μ sec 以上経過してからデータを取り込むようにしてください。  
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7.4 データライト 
ＲＤＹ信号がＨレベルとなっていることを確認した後にクロックと共

にライト系コマンドを上位ビットから入力します。  
コマンドを受け取り終わりデータの受け入れ準備が完了するとＲＤＹ

信号がＨレベルとなるので、必要データ分のクロックを送出し上位ビッ

トからデータを入力します。  

RDY

Clock

Data in

コマンド データリード

bit 0 1 2 n-2n-1n bit 0 1 2 n-2n-1n

 

図 7.5 タイミングチャート３ データライト 

クロック周波数は 10～ 10kHz の範囲です。データを確定した後、 20μ
sec 以上してからクロックを立ちあげるようにしてください。データは

クロックの立ち上がり後、 20μ sec 以上保持してください。  
 

7.5 入出力フォーマット 
各種コマンドにより本体に対して制御、データの読み出し等を行うこと

ができます。コマンドは必ず本体のアドレス（４ビット）から始まりま

す。  
 

7.5.1 トリガコマンド 
 

データ  ADRS 0001 0000 0000 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
トリガコマンドを送出すると、本体は１回測定を行います。  
測定が完了するとＲＤＹ信号をＨレベルにします。  

 

7.5.2 ファンクション指定 
 

データ  ADRS 0000 0000 n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 
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ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
 ｎ  ：  ＸＹＺ ＝０００１  ｘｙＬ   ＝００１０  
     ｕ‘ｖ’Ｌ ＝００１１  Ｔｃｄｕｖ ＝０１００  
     ｘｙＬ（物）＝０１０１  Ｌ＊ａ＊ｂ＊＝０１１０  
     Ｌ＊ｕ＊ｖ＊＝０１１１  

 

7.5.3 レンジ指定 
 

データ  ADRS 0100 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
   ｍ：オートレンジ＝００００ マニュアルレンジ＝０００１  
   ｎ：レンジ  
     ＸＸ．ＸＸ＝００００   ＸＸＸ．Ｘ＝０００１  
     ＸＸＸＸ ＝００１０   ＸＸＸＸ０＝００１１  
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7.5.4 ユーザ校正係数ＯＮ／ＯＦＦ 
 

データ  ADRS 0010 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
   ｍ：  ＯＦＦ＝００００    ＯＮ＝０００１  
   ｎ：ユーザ校正係数番地０～７  

 

7.5.5 色差測定ＯＮ／ＯＦＦ 
 

データ  ADRS 0011 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
   ｍ：  ＯＦＦ＝００００    ＯＮ＝０００１  
   ｎ：色差基準色番地０～７  

 

7.5.6 リモートロックアウト 
 

データ  ADRS 0110 0000 n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５（０は接続されている全機に対して）  
   ｎ：  ロックアウト解除＝００００  
     リモートロックアウト＝０００１  
 
リモートロックアウトにするとＰＯＷＥＲ以外のキー入力は受付

ません。  
 

7.5.7 ユーザ校正係数／色差基準色の読み出し 
 

データ  ADRS 1010 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５  
   ｍ： ユーザ校正係数＝００００ 色差基準色＝０００１  
   ｎ：ユーザ校正係数又は色差基準色の番地（０～７）  
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コマンドの送出をおこなった後にＲＤＹ信号がＨレベルとなるこ

とを確認し、７２ビットのクロックを送出し、データを読み出しま

す。データフォーマット１参照  
 

7.5.8 ユーザ校正係数／色差基準色の書き込み 
 

データ  ADRS 1011 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５  
   ｍ： ユーザ校正係数＝００００ 色差基準色＝０００１  
   ｎ：ユーザ校正係数又は色差基準色の番地（０～７）  
 
コマンドの送出をおこなった後にＲＤＹ信号がＨレベルとなるこ

とを確認し、７２ビットのクロックと共にデータを書き込みます。

データフォーマット１参照  
 
 

7.5.9 データの読み出し 
 

データ  ADRS 1001 m n 

ﾋﾞｯﾄ数  4 4 4 4 

 
ＡＤＲＳ：１～１５  
  ｍｎ：表示データ  ＝００００００００  
     ＸＹＺデータ ＝０００００００１  
     メモリデータ ＝０００１に続きメモリ番地（０～１５） 
 
コマンドの送出をおこなった後にＲＤＹ信号がＨレベルとなること

を確認し、８８ビットのクロックを送出し、データを読み出します  
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7.5.9.1  データフォーマット１ 

     ユーザ校正係数／色差基準色データの読み出し、書き込み  

BIT ユーザ校正係数データ 色差基準色データ  

０～３  係数Ｘ ＬＳＤ  基準Ｘ レンジ  

４～７  係数Ｘ ＤＧ１  基準Ｘ ＬＳＤ  

８～１１  係数Ｘ ＤＧ２  基準Ｘ ＤＧ１  

１２～１５  係数Ｘ ＤＧ３  基準Ｘ ＤＧ２  

１６～１９  係数Ｘ ＭＳＤ  基準Ｘ ＭＳＤ  

２０～２３    

２４～２７  係数Ｙ ＬＳＤ  基準Ｙ レンジ  

２８～３１  係数Ｙ ＤＧ１  基準Ｙ ＬＳＤ  

３２～３５  係数Ｙ ＤＧ２  基準Ｙ ＤＧ１  

３６～３９  係数Ｙ ＤＧ３  基準Ｙ ＤＧ２  

４０～４３  係数Ｙ ＭＳＤ  基準Ｙ ＭＳＤ  

４４～４７    

４８～５１  係数Ｚ ＬＳＤ  基準Ｚ レンジ  

５２～５５  係数Ｚ ＤＧ１  基準Ｚ ＬＳＤ  

５６～５９  係数Ｚ ＤＧ２  基準Ｚ ＤＧ１  

６０～６３  係数Ｚ ＤＧ３  基準Ｚ ＤＧ２  

６４～６７  係数Ｚ ＭＳＤ  基準Ｚ ＭＳＤ  

６８～７１    
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7.5.9.2  データフォーマット２ 

 表示データ、ＸＹＺデータ、メモリデータの読み出し  

BIT 表示データ  ＸＹＺデータ  メモリデータ  

０  ＭＥＡＳ ＳＷ ＯＮ ＭＥＡＳ ＳＷ ＯＮ  メモリ有効  

１  ローバッテリ  ローバッテリ  ローバッテリ  

２  色差測定 ＯＮ  色差測定 ＯＮ  色差測定 ＯＮ  

３  ユーザ校正係数 ＯＮ ユーザ校正係数 ＯＮ  ユーザ校正係数  Ｏ
Ｎ  

４～７  

ファンクション  
１：ＸＹＺ  
２：ｘｙＬ  
３：ｕ‘ｖ’Ｌ  
４：Ｔｃｄｕｖ  
５：ｘｙＬ（物）  
６：Ｌ＊ａ＊ｂ＊  
７：Ｌ＊ｕ＊ｖ＊  

ファンクション  
１固定  

ファンクション  
１：ＸＹＺ  
２：ｘｙＬ  
３：ｕ‘ｖ’Ｌ  
４：Ｔｃｄｕｖ  
５：ｘｙＬ（物）  
６：Ｌ＊ａ＊ｂ＊  
 ７：Ｌ＊ｕ＊ｖ＊

８～１１  ユーザ校正係数番地  
（０～７）  

ユーザ校正係数番地  
（０～７）  

ユーザ校正係数番地
（０～７）  

１２～１５  色差基準色番地  
（０～７）  

色差基準色番地  
（０～７）  

色差基準色番地  
（０～７）  

１６～１９  

上段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

上段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

上段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

２０  上段データＯ．Ｌ  上段データＯ．Ｌ  上段データＯ．Ｌ  

２１  上段データエラー  上段データエラー  上段データエラー  

２２     

２３  上段データ符号  上段データ符号  上段データ符号  

２４～２７  上段データＬＳＤ  上段データＬＳＤ  上段データＬＳＤ  

２８～３１  上段データＤＧ１  上段データＤＧ１  上段データＤＧ１  

３２～３５  上段データＤＧ２  上段データＤＧ２  上段データＤＧ２  

３６～３９  上段データＭＳＤ  上段データＭＳＤ  上段データＭＳＤ  

４０～４３  

中段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

中段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

中段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  
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BIT 表示データ  ＸＹＺデータ  メモリデータ  

４４  中段データＯ．Ｌ  中段データＯ．Ｌ  中段データＯ．Ｌ  

４５  中段データエラー  中段データエラー  中段データエラー  

４６     

４７  中段データ符号  中段データ符号  中段データ符号  

４８～５１  中段データＬＳＤ  中段データＬＳＤ  中段データＬＳＤ  

５２～５５  中段データＤＧ１  中段データＤＧ１  中段データＤＧ１  

５６～５９  中段データＤＧ２  中段データＤＧ２  中段データＤＧ２  

６０～６３  中段データＭＳＤ  中段データＭＳＤ  中段データＭＳＤ  

６４～６７  

下段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

下段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

下段データＤ．Ｐ  
０：．ＸＸＸＸ  
１：Ｘ．ＸＸＸ  
２：ＸＸ．ＸＸ  
３：ＸＸＸ．Ｘ  
４：ＸＸＸＸ  
５：ＸＸＸＸ０  

６８  下段データＯ．Ｌ  下段データＯ．Ｌ  下段データＯ．Ｌ  

６９  下段データエラー  下段データエラー  下段データエラー  

７０     

７１  下段データ符号  下段データ符号  下段データ符号  

７２～７５  下段データＬＳＤ  下段データＬＳＤ  下段データＬＳＤ  

７６～７９  下段データＤＧ１  下段データＤＧ１  下段データＤＧ１  

８０～８３  下段データＤＧ２  下段データＤＧ２  下段データＤＧ２  

８４～８７  下段データＭＳＤ  下段データＭＳＤ  下段データＭＳＤ  
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8 レコーダ出力（アナログアウト）  
 

レコーダ出力は観測機器（記録計等）に接続し X2、Y、Z の変化を記

録することができます。  
 

  仕様 :  1V±5%（レンジ固定、各レンジのフルスケールに対し）  
       応答速度 約 200msec 
       負荷抵抗   100kΩ以上  
 

被覆単芯シールド線を用意し、付属

のレコーダ出力プラグに図のようにハ

ンダ付けします。シールド線の他方を

観測機器の入力と接続します。  
 

１．本体の電源をオンし、プラグを受光部のレコーダ出力コネクタに

差し込みます。表示部に RH が点灯し、レンジが固定されます。オ

ートパワーオフが解除され表示部の AUTO POWER OFF が消えます。

レンジの設定は、 HOLD
RANGE  キーで行います。レンジ変更の項を参照

してください。  

２．受光部にキャップをかぶせ観測機器のゼロレベルを合わせます。  
３．受光部のキャップを外し観測を開始してください。  
 

 
 

感電事故や本器の損傷につながります。  

・レコーダ出力コネクタとデータ出力コネクタをショートしたり、電圧

を加えたりしないでください。 

 
 

本器の損傷につながります。  

・ シリアルデータのグランドはレコーダ出力のグランドとは電位がこと

なります。同一のグランドに接続すると本器を損傷する恐れがありま

す。  
レコーダ出力とシリアルデータ入出力を同時に用いる場合にはグラン

ドが電気的にアイソレーションされるように接続してください。  
・ オプションの RS-232C 変換器 (950 02)はアイソレーションされていま

す。 

- 側， ハンダ付け

+側， ハンダ付け

シールド線

プラグカバー

図 8.1 結線図 

注  意!  △  

注  意!  △  
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9 受光部の分離  
 

受光部と本体部を分離して使用できます。専用の接続ケーブルを用

意してください。以下のようにして接続します。  
 

１．電源が入っている場合には電源をオフにします。  
２．イジェクトボタンを押しロックを解除して、本体部と受光部を分

離します。  

３．本体部に接続ケーブルのコネクタ（イジェクトピンのある側）を

挿入し、ロックすることを確認します。  

４．接続ケーブルコネクタのもう一方の側（YOKOGAWA ロゴのある

側）を受光部と接続し、受光部がコネクタにロックすることを確

認します。  

５．電源をオンにし測定を開始してください。  
６．接続ケーブルコネクタの取り外しは、受光部側コネクタ、本体部

それぞれのイジェクトボタンを押しロックを解除してから行って

ください。  
 

 

図 9.1 接続ケーブル 
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10 設定値一覧  
 

本器では各種設定を電源再投入時に使用できるように保持すること

ができます。以下の表に保持できる設定内容と保持するためのキー操

作を示します。 

 

保 持 内 容 操作方法 出荷時設定 

最後に使用したユーザ校正係数番号 自動保持 ０

最後に使用した基準色番号 自動保持 ０

色補正係数データ 
SET  ＋ K

 
１．００００

基準色番号 
SET  ＋ Δ REF

  
００．００

光源選択 SET  ＋ >
L-S ＳｔｄＡ

測定ファンクション SET  ＋ ON/OFF
POWER ＸＹＺ

測定レンジ SET  ＋ ON/OFF
POWER 最小レンジ

オートレンジ／マニュアルレンジ SET  ＋ ON/OFF
POWER オートレンジ

ユーザ校正係数のＯＮ／ＯＦＦ状態 SET  ＋ ON/OFF
POWER ＯＦＦ

色差測定のＯＮ／ＯＦＦ状態 SET  ＋ ON/OFF
POWER ＯＦＦ

メモリデータ SET  ＋ MEM 無し

物体色用標準白色板測定基準 SET  ＋ OBJ ００．００
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11 ＡＣアダプタの使用  
 

正常な動作を維持するため必ず専用品を使用してください。 

        形名 940 01 
        定格 入力 AC 100V±10% 
              出力 DC 9V  100mA 

形名 940 02 
定格 入力 AC 220V±10% 

              出力 DC 9V  100mA 
 
 
 

感電事故や本器の損傷につながります。  

・本器の電源は指定された電池又は専用ＡＣアダプタを使用してくださ

い。 

 
 
本器の損傷につながります。  
・長時間使用しないときは、電池を本器から取り外し、また電源がＡＣ

アダプタの場合は、コンセントから抜いてください。  

 

 

注  意!  △  

注  意!  △  
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12 アフターサービスおよび校正  

12.1 アフターサービス 
本取扱説明書にしたがって正しい操作を行っても、正常に動作せず

修理を要する場合には、裏表紙に記載の営業所またはお買いあげの販

売店にお申しつけください。  

 

12.2 校正 
正確な測定を維持するため、1 年に一度は校正を行ってください。

校正は当社にて行います。  

 

12.3 保証 
本機（本器）は、厳密な品質管理および検査を経てお届けしており

ます。正常なご使用状態で万一故障した場合には、本書（巻末）に添

付されている保証書の記載内容により修理いたします。  

弊社の許可なく本機（本器）を分解された場合には保証の対象外と

なります。  

 

13 製品仕様  
  

520 01 と 520 02 の仕様を併記しています。区別の無い項目は共通の仕

様です。  
 
 方式 

遮光筒式色彩計  
 
 受光素子 

 520 01 520 02 

シリコンフォトダイオード  ３素子 ５素子  
  
 表示 

液晶表示、数字 4 桁     機能・単位表示付  

最大有効表示  9999＋桁位 0 表示  

オーバーレンジ表示  OL 

電池電圧低下表示  + -   
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 受光径／視野角 

  

φ 10mm（最小）／約 30 度  

 

測定距離   mm 測定視野径   mm

密着  約 10 

10 約 19 

20 約 25 

50 約 42 

80 約 61 

100 約 73 

  

 輝度測定範囲 

0.  10～ 99,990cd/m２ (0 はダミー表示）  

  

 測定レンジ 

100.00、 1,000.0、 10,000、 100,000cd/m２  (0 はダミー表示） 

 

 分光応答度 

CIE1931 等色関数に近似  

JIS Z 8724-1983「光源色の測定方法」に規定されている許容

限界を満足  

 

 測定機能 

 

測定機能  520 01 520 02

光源色  色度座標  xyL   u’v’L 

 三刺激値  XYZ 

 相関色温度  Tc duv L 

○  ○  

光源色  上記各表色系における色差表示  ○  ○  

物体色  色度座標  CIE1976 L*a*b* 

   CIE1976 L*u*v* 
 ○  

物体色  色差表示  ΔEab*  ΔEuv*  ○  

 
  色差用基準色  ８データ  

   ・キー入力または測定により設定可能  

・ 520 02 は光源色用、物体色用兼用  
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 測定周期 

2 回／秒  

ただし相関色温度及び黒体放射からの偏差の測定周期は  

1 回／秒  
  
 データメモリ／統計処理 ( 520 02 のみ ) 

測定値メモリ 16 データ  

平均、最大、最小値、偏差（最大、最小の差）の計算と表示  
 
 輝度測定精度 

表示値の±4% rdg ±1 dgt（有効表示の末尾）  

・標準測定条件 注 １ ）  

・標準Ａ光源  

・ 各レンジフルスケールの 10%以上の輝度  
 
 色度精度 

ｘ、ｙの偏差 注 ２ ）   ±0.002 以下  

・標準測定条件注 １ ）  

・標準Ａ光源  

・ 各レンジフルスケールの 10%以上の輝度  
 

 520 01 520 02 

ｘ、ｙの偏差注 ２ ）  ±0.03 以下  ±0.01 以下

・標準測定条件注 １ ）  

・ 標準A光源及び 3 波長蛍光管と色フィルタ 注 ３ ）の組み合わ

せにて。  

・各レンジフルスケールの 5%以上の輝度  

  

 光源補正係数 

  3 データ（標準 A 光源、 3 波長域発光形蛍光ランプ、ＣＲＴ） 

 

                                                 
注 １ ）  温度 23±3℃、湿度 70%RH 以下、測定光源に対応する光源補正係数

を設定、ゼロ動作後、測定視野に対して充分に広い均一な無偏光拡散

輝度面を距離 50mm にて測定。  
注 ２ ）  分光放射照度標準電球により校正された弊社標準分光輝度計による

測定値に対する偏差  
注 ３ ）  以下の弊社所有色フィルタ  

SC-48,SC-56,SC-60     富士写真フィルム社製  

V-44,B-46,A-73B,T-44,G-54  東芝ガラス社製  
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 校正基準値メモリ 

ユーザ設定 8 データ（キー入力または測定により設定可能） 
 

 オートパワーオフ 

最終キー操作後、約 30 分。再延長可能。解除可能。  

レコーダ出力プラグ挿入時は除く。  
 

 レスポンス切換 

表示部の応答切換可能。FAST 時  約 2 秒、 SLOW 時  約 6 秒  
 

 レンジホールド 

オートレンジ、レンジホールド可能。  
 

 データホールド 

本体側スイッチにて、表示ホールド可能。  

また受光部側メジャースイッチの併用可。  
 

 温度特性 

三刺激値 Ｘ、Ｙ、Ｚの偏差 ±3%以内  

0～ 40℃の範囲において、 23℃を基準とする  
    

 湿度特性 

三刺激値 Ｘ、Ｙ、Ｚの偏差 ±3%以内  

80%RH 以下の範囲、 65%RH を基準とする  
 

 距離特性 

三刺激値 Ｘ、Ｙ、Ｚの偏差 ±1%以内  

 0～ 100mm の測定距離において、 50mm を基準とする  
 

 レコーダ出力 

Ｘ２、Ｙ、Ｚに対応した出力、 1V±5% 

（レンジ固定、各レンジフルスケールに対し）  

応答速度 約 200msec 

負荷抵抗  100kΩ 以上  
 

 データ出力 

シリアル入出力、  

RS-232C（オプションの RS-232C 変換器 950 02 が必要）  
 

 電源 

9V 乾電池 6F22 又は 6LR61、専用ＡＣアダプタ  
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 電池動作時間 

約 30 時間 （ 9V マンガン電池  6F22 にて）  

約 50 時間 （ 9V アルカリ電池  6LR61 にて）  

 寸法 

約 67(W)×260(H)×40(D)mm           

 質量 

約 380g 

 

 アクセサリ（別売） 

RS-232C 変換器   （ 950 02）  

標準白色板   （ 990 02）  

受光部延長ケーブル 3m （ 910 01）  

1.5m（ 910 05) 

データ出力ケーブル  （ 910 03）  

AC アダプタ   （B9646GN）  

 

14 演算処理  
 
 本器の内部演算処理について説明します。  

14.1 xyL表色系 
 
ＣＩＥ １９３１ ＸＹＺ表色系の色度座標  

x
X

X Y Z

y
Y

X Y Z


 


 

 

 

14.2 u’v’L表色系 
 

ＣＩＥ １９７６ ＵＣＳ色度座標  

u
X

X Y Z

v
Y

X Y Z

'

'


 


 

4

15 3
9

15 3  
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14.3 明度指数 
 

L
Y

Yn

*  116 163

  

Y

Yn

 0 008856.
 

L
Y

Yn

* .






90329
   

Y

Yn

 0 008856.
 

Y：ＸＹＺ表色系におけるＹの値  

Yn：完全拡散反射面の標準の光による Y の値  

 

14.4 クロマティクネス指数 
 

ＣＩＥ １９７６ Ｌ *ａ *ｂ *表色系  

a
X

X

Y

Y

b
Y

Y

Z

Z

n n

n n

*

*

 










 










500

200

3 3

3 3

 

X X

Y Y

Z Z

n

n

n

/ .

/ .

/ .





0 008856

0 008856

0 008856  

ただし、 X Xn/ 、 X Xn/ または X Xn/ に 0.008856 以下の値のものがあ

る場合は、上式の対応する立方根の項をそれぞれ以下の式に置き換え

て計算する。  

7 787
16

116
.

X

Xn


、

7 787
16

116
.

Y

Yn


 または  

7 787
16

116
.

Z

Zn


 

 

14.5 L*u*v*表色系 
 

ＣＩＥ １９７６ Ｌ *ｕ *ｖ *表色系  

u L u u

v L v v
n

n

* *

* *

( ' ' )

( ' ' )

 

 

13

13  

u’、 v’：ＣＩＥ １９７６ ＵＣＳ色度座標  

un’、 vn’：完全拡散反射面の標準の光による u’、 v’の値  
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14.6 L*a*b*色差 
 

ＣＩＥ １９７６ Ｌ *ａ *ｂ *色差  

   E L a bab
* * * *( ) ( ) ( )  2 2 2

 

L*
、 a *

、 b*
：２つの物体色の明度指数 L*

およびクロマティクネス

指数 a *
、 b*

の差  

 

14.7 L*u*v*色差 
 

ＣＩＥ １９７６ Ｌ *ｕ *ｖ *色差  

   E L u vab
* * * *( ) ( ) ( )  2 2 2

 

L*
、 u*

、 v *
：２つの物体色の明度指数 L*

およびクロマティクネス

指数 u*
、 v *

の差  

 

14.8 相関色温度・偏差 
 

ＪＩＳ Ｚ ８７２５ 「光源の分布温度および色温度・相関色温度

の測定方法」に従ってもとめています。  
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お願い

本保証書はアフターサービスの際必要となり �ます。お手数でも※印箇所ご記入の
うえ，本器の最終御使用者のお手許に保管してください。

○保証期間中に正常な使用状態で，万一故障等が生じました場合は下記に記載 �の
　 保証規程により無償で修理いたします。

○本保証書は日本国内でのみ有効です。また保証書の再発行はいたしません。

保証規定

保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。

但し，下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

記

(1) 不適当な取扱いまたは使用による故障。

(2) 設計仕様条件をこえた取扱い使用または保管による故障。

(3) 電池，ヒューズなどの消耗品および自然消耗部品の補充。

(4) 当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障。

(5) 火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本器以外の理由によ �る
     故障。

(6) その他当社の責任とみなされない故障。　　　　　　　　　　　　以上

保証書

※ご使用者名

取扱代理店

殿

※ No.形名

保証期間　　※ご購入日

　　　　　年　　　　　月　より3年間

52001, 52002

計測センター　東日本  電話：042-534-1456

〒190-8586 東京都立川市栄町6-1-3 立飛ビル2号館
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